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【目的】

　北海道の 十勝地方に広がる代表的な火 山灰土壌で あ る湿性厚層黒色 （湿性）及び褐色 （乾

性）火山灰土壌は 、 北海道の畑作農業の 中心地で ある十勝平野の農業生産 を支えて い るに

もかかわ らず 、 微生物の 視点か らの か らの 研究はほ とん どなされて い ない
。

　そ こで 、 両火山灰土壌の 有機物、生化学反応 （各種酵素活陶 及び 微生物群集特性 を解

明するために
、

一連の研究を開始 した。 両土壌の 起源は、樽前 B 層か らなる同
一

土壌で あ

る。 褐色低地土 （沖積土）を対照とした。

　本報告では 、
これ らの土壌か ら得 られ た知見の 中か ら、 特にキノンプ ロ フ ァ イル 法に よ

り解析 した微生物群集の特 性につ い て述べ る。

【供試土壊】

　湿生及び乾性火 山灰土壌は ともに森林 （未耕土）及び農耕地の 表層 （O−
・’15cm）から採

取 した 。 併せ て沖積土の 表層 （O− −15cm） も採取 した 。

【実験方法】

　キノン分析は、ク ロ ロ フ ォ ル ム ・メタ ノール 混液で抽出 したキ ノ ン をヘ キサ ン相に溶媒

転換 し、 さらに Sep−Palc　Plus　Silicaを利用 して キ ノン の 精製 とメナキノ ン （MK ）とユ

ビキノン （Q ）の分離を行い
、 フ ォ トダイ オー ドア レイ検出器 を接続 した HPLC で キノ ン

種の 同定と定量を行 っ た 。

【結果及び要約 】

　 1）農耕地及び森林土壌 ともに 、 キ ノン量は湿 性火山灰土壌の 方が乾性火 山灰土壌よ り

もか な り多か っ た。 特に森林土壌で顕著で 、 約 2倍も多い こ とが示 された。 沖積土壌の キ

ノ ン量は 、 両火山灰土壌に比 べ て、著 しく少なか っ た 。 従 っ て 、 農耕地及び森林土壌とも

に微生物量は湿性火山灰土壌が最も多く、 次い で乾性火山灰土壌 、 沖積土壌が最も少ない

こ とが明 らか になっ た 。

　 2）キノ ンプ ロ フ ァイル に より微生物の 多様性を調べ ると、 湿性火山灰±壌 と乾性火由

灰 土壌 との 問の非類似度は森林で 0．18、 農耕地で O．　14であっ た 。

一方、 両火山灰土壌 と

沖積土壌との 間の そ の値は 、 湿性火山灰土壌で 0．28、 乾性火山灰土壌で O．　35 で あっ た 。

これ らの値か ら、微生物相は両火山倍土壌の 間での相違は小 さい が 、 沖積土壌と火 山灰 土

壌 との 間では大きく異なっ て い るこ とが示唆された 。

　以上の結果か ら、両火山灰土壌では微生物量は明瞭に異なるが微生物群集構造の 相違は

小 さい こ と、 他方火山灰土壌と沖積土壌とで は微生物群集構造が大きく異なるこ と、 等が

明らか となっ た。
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